









































































































































































第 1表 聞き取り調査の対象者一覧 
 
調査日 対象者 聞き取りの場所 対象者の概要 
9 月 2 日 佐藤孝之氏 あいコープふくしま本部 あいコープふくしま理事長 
9 月 3 日 石澤智雄氏 郡山市喜久田町のご自宅 有機農業家 
9 月 5 日 武田博之氏 農産物直売所ベレッシュ 農産物直売所ベレッシュ本部長 
9 月 5 日 直売所参加農家 ポケットファームおおせ ポケットファームおおせ参加者の皆さま 
9 月 5～6 日 中村和夫氏・中村喜代氏 郡山市逢瀬町のご自宅 有機農業家・ポケットファームおおせ代表 
9 月 6 日 森文夫氏 須賀川市仁井田のご自宅 有機農業家 
9 月 7 日 直売市参加農家 郡山市安積町直売市会場 花・野・果パレット市参加者の皆さま 
11 月 10 日 参加者・森文夫氏 須賀川市仁井田公民館 森農園の収穫感謝祭にて 








































































































































































































































































































































に基づいている．1 台 450 万円の放射能測定器が 3
台導入 11）されている．専属の職員が 3 台を同時に用





















































県を境ではなく，1 日で繋がることができる 3 県（南
東北）でやっている．流通がスピード化しているので，
目の前の畑だけが地産地消というのではない．（あい















第 7図 あいコープふくしまの宅配トラック 
       
 













































































































































































































帯の立場からご協力頂きました．7 月 2 回から企画
します．ぜひ友人・知人にも広めてください． 
 



































































































14），また，2012 年 1 月からは家庭菜園・贈答品の放


















































































































































































































































































農業に取り組む（第 11 図）．JAS の有機農産物認証
も取得している．水田を 240a 保有しており，うち








第 11図 中村氏の水田と，有機栽培を示す看板 
 
























































































































































































































年 12月 24 日閲覧）． 
4）「郡山市食と農の基本計画」（http://www.city.koriyama.fu
kushima.jp/www/contents/1115343199193/files/003.pdf，201






























































































2013 年 12 月 24 日閲覧）． 
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